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基基  

軸軸
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

恐
る
べ
き
正
体

恐
る
べ
き
正
体
❻❻

同
志
社
大
学
大
学
院
教
授
・
浜
矩
子
氏
に
聞
く

同
志
社
大
学
大
学
院
教
授
・
浜
矩
子
氏
に
聞
く

ア
ベ
政
治
に
対
置
す
る
憲
法

―
―
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
対
置

す
る
経
済
社
会
を
ど
の
よ
う

に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
ま
す
か
。

　

安
倍
政
権
が
目
指
し
て
い

る
の
は
「
強
い
国
家
」
で

す
。
そ
の
中
身
は
、
一
握
り

の
グ
ロ
ー
バ
ル
大
企
業
が
稼

ぐ
「
強
い
経
済
」
で
あ
り
、

軍
事
力
に
頼
っ
た
「
強
い
外

交
」
で
あ
り
、
民
主
主
義
や

立
憲
主
義
を
踏
み
に
じ
る

「
強
権
的
な
政
治
」
で
す
。

こ
う
し
た
「
ア
ベ
政
治
」
は

〝
壊
れ
た
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー

ト
〞
や
貧
富
の
格
差
拡
大
を

悪
化
さ
せ
ま
し
た
。

　

で
は
、
私
た
ち
の
対
案
は

ど
こ
に
あ
る
の
か
―
。
こ
の

「
ア
ベ
政
治
」
に
対
置
す
る

た
め
の
、
頼
り
が
い
の
あ
る

道
先
案
内
人
を
す
で
に
私
た

ち
は
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
日
本
国
憲
法
で
す
。
グ
ロ

ー
バ
ル
競
争
の
下
、
弱
肉
強

食
や
淘
汰
の
論
理
が
は
び
こ

る
今
こ
そ
、
人
間
不
在
の
ア

ベ
ミ
ク
ス
に
対
抗
す
る
道
標

と
な
る
で
し
ょ
う
。

三
つ
の
道
標

共
存
の
叡
智

―
―
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
道

標
で
し
ょ
う
か
？

　

「
多
様
性
と
包
摂
性
の
両

立
」、「
正
義
と
平
和
の
抱
き

合
い
」、「
狼
と
子
羊
が
と
も

に
宿
る
」
―
。
こ
の
三
つ
が

実
現
し
て
い
る
。
そ
れ
が
日

本
国
憲
法
の
世
界
だ
と
思
う

の
で
す
。
二
つ
目
と
三
つ
目

は
旧
約
聖
書
の
言
葉
で
す
。

　

一
つ
目
は
、
相
互
に
異
な

る
人
々
が
受
容
力
を
持
っ
て

抱
き
合
う
世
界
で
す
。
包
摂

性
な
き
多
様
性
の
世
界
の
中

で
は
、
相
異
な
る
人
々
が
お

互
い
に
抱
き
合
う
の
で
は
な

く
て
い
が
み
合
う
。
多
様
性

な
き
包
摂
性
の
世
界
は
、
均

一
化
と
画
一
性
の
世
界
で

す
。
誰
も
が
横
並
び
の
論
理

に
従
わ
さ
れ
る
。
最
悪
な
の

が
包
摂
性
も
多
様
性
も
無
い

世
界
で
す
。
排
除
と
均
一
化

の
論
理
が
の
し
か
か
っ
て
く

る
。
全
体
主
義
の
世
界
で

す
。

　

二
つ
目
は
、
国
や
民
族
が

様
々
な
正
義
（
＝
価
値
観
）

を
主
張
し
な
が
ら
も
、
平
和

的
共
生
を
志
向
し
、
戦
争
を

外
交
の
手
段
と
し
な
い
世
界

で
す
。

　

三
つ
目
の
「
狼
」
と
「
子

羊
」
は
強
者
と
弱
者
の
象
徴

と
し
て
受
け
止
め
る
こ
と
が

出
来
る
で
し
ょ
う
。
大
企
業

と
零
細
企
業
が
と
も
に
支
え

合
う
。
こ
の
よ
う
な
共
生
の

構
図
が
実
現
す
れ
ば
、
グ
ロ

ー
バ
ル
時
代
も
い
い
時
代
に

な
る
で
し
ょ
う
。

　

日
本
国
憲
法
の
中
に
上
記

の
三
つ
の
出
会
い
が
あ
り
ま

す
。
個
人
の
尊
重
（
13

条
）、
法
の
下
の
平
等
（
14

条
）、
前
文
と
平
和
主
義

（
９
条
）
な
ど
の
理
念
の
中

に
、
こ
れ
ら
の
三
つ
の
出
会

い
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。
と

こ
ろ
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代

に
人
間
が
豊
か
に
共
存
し
て

い
く
た
め
の
こ
の
叡
智
を
安

倍
政
権
は
『
自
民
党
改
憲

案
』
で
１
８
０
度
変
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
７
月
の
参

議
院
選
挙
は
、
人
間
不
在
な

世
界
を
目
指
す
安
倍
政
権
に

改
憲
を
許
し
て
い
い
の
か
が

問
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。

 

（
お
わ
り
）

13
％
と
減
少
傾
向
に
あ
り
、

50
歳
代
は
約
40
％
で
ほ
ぼ
横

ば
い
状
態
、
60
歳
代
は
20

％
、
27
％
、
32
％
と
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
役
員
数
は
全

役
員
数
の
４
％
で
、
５
〜
６

人
程
度
で
す
。
女
性
会
員
は

16
年
度
で
３
６
５
人
で
す
。

組
織
の
継
続
性
や
多
様
な
意

見
を
協
会
活
動
に
反
映
さ
せ

る
と
い
う
観
点
か
ら
、
若
手

役
員
や
女
性
役
員
を
増
や
す

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
ら
に
具
体
的
な
対
策
を

検
討
す
る
た
め
の
委
員
会
を

設
置
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

答
弁
・
小
澤
理
事
長

　

会
員
数
に
つ
い
て
は
報
告

で
も
述
べ
た
よ
う
に
一
定
順

調
に
伸
び
て
お
り
ま
す
が
、

役
員
の
年
齢
構
成
は
上
が
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。
若
手
の

先
生
方
も
講
習
会
や
協
会
の

催
し
に
は
多
く
参
加
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
役
員

構
成
に
反
映
し
て
い
る
か
と

い
え
ば
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が

あ
る
の
が
事
実
で
す
。

　

次
世
代
を
つ
く
る
こ
と
が

私
た
ち
現
執
行
部
の
大
切
な

役
割
で
す
。
委
員
会
の
設
置

も
含
め
ま
し
て
独
自
追
及
が

必
要
だ
と
痛
感
し
て
い
ま

す
。

　

理
事
会
に
諮
り
、
少
な
く

と
も
毎
回
の
理
事
会
の
検
討

項
目
と
し
て
主
体
的
に
議
論

を
き
っ
ち
り
し
て
い
き
ま

す
。
そ
れ
か
ら
委
員
会
の
設

置
に
関
し
て
は
ど
の
よ
う
な

構
成
、
ど
の
よ
う
な
形
で
設

置
し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ

と
も
含
め
て
理
事
会
で
検
討

し
ま
す
。

お
こ
と
わ
り

　

連
載
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
罠
」
第

３
回
は
紙
面
編
集
の
都
合
に

よ
り
休
載
し
ま
す
。
次
号
に

掲
載
し
ま
す
。

げ
、
議
会
で
の
意
識
喚
起
が

で
き
た
―
―
な
ど
の
成
果
が

あ
り
ま
し
た
。
今
後
、
要
請

を
強
め
て
早
期
実
現
を
迫
り

ま
す
。

答
弁
・
小
澤
理
事
長

　

協
会
・
保
団
連
運
動
の
要

の
一
つ
が
会
員
に
役
立
つ
、

地
域
、
住
民
に
役
立
つ
協
会

づ
く
り
で
す
。
富
田
林
市
で

の
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

の
拡
充
の
運
動
で
、
地
区
の

先
生
方
が
先
頭
に
立
っ
て
頑

張
っ
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を

表
し
ま
す
。

　

府
下
43
市
町
村
の
う
ち
、

助
成
対
象
年
齢
が
中
卒
以
上

は
29
市
町
村
、
18
歳
ま
で
助

成
が
進
ん
で
い
る
自
治
体
は

寝
屋
川
市
、
豊
能
町
で
、
７

月
か
ら
田
尻
町
も
実
施
し
ま

す
。し
か
し
、協
会
の
学
校
歯

科
治
療
調
査
で
は
格
差
と
貧

困
の
中
で
必
要
な
歯
科
受
診

が
で
き
て
い
な
い
人
々
が
た

く
さ
ん
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。
年
齢
枠

の
拡
大
、
所
得
制
限
の
撤
廃

な
ど
自
治
体
へ
の
働
き
か
け

が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

健
診
、
署
名
、
自
治
体
要

請
な
ど
各
地
区
の
奮
闘
に
感

謝
し
ま
す
。

　

年
齢
枠
引
き
上
げ
に
は
至

っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
①
会
員

の
署
名
協
力
が
か
つ
て
な
く

広
が
っ
た
②
公
明
・
共
産
・

未
来
が
代
表
質
問
で
取
り
上

ご
援
助
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

答
弁
・
小
澤
理
事
長

　

結
成
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
結
成
に
至
る
ま
で
の

ご
苦
労
は
並
大
抵
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
設
立
に
あ

た
っ
て
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

先
生
方
に
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

動
方
針
と
し
て
確
認
い
た
し

ま
し
た
。

　

当
面
、
講
習
会
の
定
期
開

催
を
軸
に
、
文
化
行
事
や
府

下
で
も
水
準
が
低
い
子
ど
も

の
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充

な
ど
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

地
区
役
員
を
増
や
し
、
活
動

が
継
続
で
き
る
よ
う
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
理
事
や
他

地
区
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
と

　

５
月
21
日
に
開
い
た
第
52
回
通
常
評
議
員
会
で
は
、
２

０
１
５
年
度
の
協
会
活
動
に
関
す
る
会
務
報
告
に
つ
い

て
、
３
人
の
評
議
員
か
ら
発
言
（
文
書
発
言
２
人
、
口
頭

発
言
１
人
）
が
あ
っ
た
。
３
氏
の
発
言
と
執
行
部
の
答
弁

の
要
旨
を
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
す
る
。

員
へ
協
力
を
依
頼
。
市
議
会

各
会
派
と
懇
談
し
ま
し
た
。

３
月
に
は
市
長
と
面
談
し
、

助
成
拡
充
を
訴
え
ま
し
た
。

　

署
名
は
同
市
会
員
の
35
・

７
％
に
あ
た
る
15
会
員
か
ら

１
２
８
９
筆
、
医
科
協
会
や

協
力
団
体
分
の
合
計
３
４
０

７
筆
を
３
月
22
日
に
提
出
し

ま
し
た
。

　

南
河
内
地
区
で
は
、
医
科

協
会
と
協
力
し
、
富
田
林
市

長
あ
て
の
「
子
ど
も
医
療
費

助
成
制
度
年
齢
枠
を
18
歳
ま

で
拡
充
す
る
こ
と
を
求
め
る

住
民
要
望
署
名
」
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
・
チ

ラ
シ
を
作
製
し
、
富
田
林
市

内
会
員
に
送
付
。
中
村
新
太

郎
地
区
責
任
者
を
中
心
に
会

　

泉
州
地
区
は
４
月
16
日
に

結
成
総
会
を
開
き
ま
し
た
こ

と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

結
成
に
は
、
堺
・
高
石
・
和

泉
地
区
の
援
助
を
得
て
、
第

一
次
準
備
会
か
ら
10
年
目
に

　

２
０
１
１
〜
12
年
、
13
〜

14
年
、
15
〜
16
年
の
役
員
の

構
成
年
齢
を
み
る
と
、
40
歳

代
の
割
合
が
24
％
、
18
％
、

文書発言

泉
州
地
区
の
結
成
を
報
告

泉
佐
野
市
・
勝
藤
大
輔
評
議
員

口頭発言

女
性
・
若
手
の
役
員
増
を

堺
市
・
平
野
権
栄
評
議
員

文書発言

子
ど
も
医
療
で
住
民
署
名

松
原
市
・
谷
泰
一
郎
評
議
員

３
氏
が
発
言
し
た

第
52
回
通
常
評
議

員
会
＝
５
月
21

日
、Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

結
成
に
至
り
ま

し
た
。

　

結
成
総
会
で

は
、
①
診
療
報

酬
改
善
②
講
習

会
の
充
実
③
会

員
の
親
睦
を
深

め
る
文
化
活
動

―
―
な
ど
を
活

第第  

5252  

回回

評
議
員
会

評
議
員
会

新地区、署名、役員構成新地区、署名、役員構成
などについて３氏が発言などについて３氏が発言

　

結
成
さ
れ
て
今
日
で
１
カ

月
と
少
し
。
役
員
、
地
区
の

先
生
方
が
楽
し
く
活
動
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
第
一
で

す
。
可
能
な
限
り
の
支
援
と

援
助
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
会
員
の
先
生
方
、
患
者

さ
ん
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の

た
め
に
な
る
地
区
づ
く
り
に

と
も
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。


